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編集後記
　大阪癌研究会の合併にあたって、これまで実施してきた事業の内容やその沿革
などをまとめ、『創立８０周年特別号』として記録に残すこととなり、平成２５年
１０月頃から編集作業を開始した。
　田口理事長から編集方針の指示があり、著名な研究者からの寄稿を中心に、癌に
関する研究動向、癌検診の変遷と今後の展望などの研究報告と大阪癌研究会の歴史
をまとめるという内容で編集することになった。
　冒頭をかざる特別寄稿として、豊島久真男博士と山中伸弥博士のお二人に執筆を
依頼することが決まった。豊島博士は、微研の教授として阪大に在籍されたことが
あり、大阪癌研究会の理事を勤めていただいた関係もあって、快く執筆をしていた
だくことになった。
　ノーベル生理学・医学賞を受賞された山中博士は、奈良先端科学技術大学院大学
にご在職中、大阪癌研究会の「一般学術研究助成」の研究助成を受けられたことが
あり、そのご縁で過去の助成対象者代表として執筆の依頼をしたところ、ご快諾を
いただいた。
　次に、癌検診などの研究報告については、田口理事長による専門分野ごとのテー
マ設定と執筆者の人選が行われ、理事長からの執筆要請に対し執筆者全員からの協
力が得られることとなった。
　特別号の刊行趣旨にご理解をいただき、ご多忙にも拘わらず、快く執筆をお引き
受けいただいた執筆者の方々のお陰で、充実した内容の特別号とすることができた。
改めて執筆者各位に心からお礼を申し上げたい。
　なお、山中博士が奈良先端科学技術大学院大学にご在職中の一時期に、編集担当
者も同大学に勤務しており、その頃の同僚で現在、京都大学情報学研究科事務長で
ある服部正樹氏に、山中博士への執筆依頼の仲介の労をとっていただいた。服部氏
をはじめ京大 iPS 細胞研究所の担当者各位に深謝する。
　また、編集担当者が執筆した「大阪癌研究会の足跡」については、編集担当者が
職場をともにした当時の上司や同僚であった方々、大阪大学名誉教授片山俊（元放
送大学大阪ビデオ学習センター長）、大阪癌研究会評議員奥平正昭（元大阪癌研究
会主事）、元大阪大学・鹿屋体育大学職員中田文博、大阪大学出版会大西愛（元大
阪大学五十年史資料・編集室員）の各氏に、下書きの段階で校閲を仰ぎ、貴重な意
見や助言をいただいた。記して謝意を表したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１５年１月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪癌研究会事務局長　仲田　昇
